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平成 22 年 3 月期 通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 近の業績動向を踏まえ、平成 21 年 8 月 11 日に公表した平成 22 年 3 月期通期連結業績予想

を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

平成 22 年 3 月期 通期連結業績予想数値の修正 
（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）                  （金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり  

当期純利益

 

前回発表予想(A) 

百万円

315,000

百万円

△9,000

百万円

△13,000

百万円 

△18,000 

円 銭

△69.88

今回発表予想(B) 321,000 △2,500 △6,500 △20,000 △77.64

増減額(B-A) 6,000 6,500 6,500 △2,000 -

増減率(%) 1.9 - - - -

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年 3 月期）     

376,534 4,707 274 △38,446 △149.26

 

1.修正の理由 

平成21年8月11日に公表した平成22年3月期の通期連結業績予想を以下のとおり変更いたしま

した。 

売上高は、計測機器事業で、主にフォトニクスビジネスの事業方針の変更により減少するものの、

制御事業では、海外市場の回復基調を背景に増加が見込まれるため、60億円上方修正しました。 

営業損失及び経常損失は、全事業セグメントを通じての固定費の削減と制御事業での売上高

の増加に伴う粗利の増加が見込まれることから、それぞれ65億円上方修正しました。 

当期純損失は、第２四半期会計期間に投資有価証券評価損約14億円62百万円及びフォトニク

スビジネスの固定資産の減損損失約53億45百万円等を計上したことにより、20億円下方修正しま

した。 

注）通期連結業績予想の前提としている第3四半期以降の為替レートは、１米ドル＝90円、１ユーロ

＝130円です。 

 



以  上 
（参考資料） 

①事業の種類別セグメント 受注高 予想                 単位：億円                        

通期 
事業の種類別セグメント 

前回予想 修正予想 差異 

制御事業 2,580 2,650 70 

計測機器事業 380 315 △65 

その他 290 285 △5 

合計 3,250 3,250 － 

 

②事業の種類別セグメント 売上高 予想                 単位：億円                        

通期 
事業の種類別セグメント 

前回予想 修正予想 差異 

制御事業 2,480 2,600 120 

計測機器事業 370 315 △55 

その他 300 295 △5 

合計 3,150 3,210 60 

 

③事業の種類別セグメント 営業利益 予想               単位：億円                        

通期 
事業の種類別セグメント 

前回予想 修正予想 差異 

制御事業 80 145 65 

計測機器事業 △180 △185 △5 

その他 10 15 5 

合計 △90 △25 65 

 
注） 前回予想は、平成 21 年 8 月 11 日に TD-Net に開示の決算説明会資料に掲載した事業の

種類別セグメント情報です。  


